床下集合管の場合の維持管理についての確認書
	浄化槽設置者氏名
	

	浄化槽の設置場所
	

	建築物の用途
	


	確認項目
	確認事項

	設置者への説明、了解
	次のことを浄化槽設置者に説明し、了解を得ている。

1 床下集合配管の掃除口、床下への出入口を設置する必要がある。

2 配管破損等で汚水等が配管外に流出した場合には、床下全部の消毒が必要となる場合がある。

3 床下への出入口が屋内にある場合（床下収納等の利用等）には、保守点検、清掃、法定検査時等に建物内に入る場合がある。



	配管の点検方法等
	排水管には、適切な位置に掃除口を設ける等、管内の掃除、点検等が容易に行うことができる構造となっている。

	
	配管点検口の設置、あるいは点検箇所まで行くための人の出入口ができる点検出入口を設けている。

	　上記事項について確認しました。
　　　令和　　　年　　　月　　　日

〈確認者〉　□浄化槽工事業者　　　□その他（　　　　　　　　　  　）

　　　　　　（会社名）

　　　　　　（氏 名）

            （連絡先：電話番号）




